
南

方
（
ビ

ル

マ
）
　 

戦
前
・
戦
中
ビ
ル
マ
回
顧
録
　 

長
崎
県
　
嶋
森
一
明
　 

―
嶋
森
さ
ん
は
戦
前
ビ
ル
マ
で
民
間
人
と
し
て
お
ら
れ
、
戦

争
開
始
と
共
に
内
地
か
ら
再
び
渡
緬
の
命
を
受
け
、
戦
闘

に
も
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
貴
方
の
自
筆
の
ミ
ャ
ー

マ
ン
回
顧
録
も
拝
見
さ
せ
て
頂
き
、
お
兄
さ
ん
の
意
志
を

継
い
で
の
執
筆
と
聞
き
ま
し
た
が
。

私
は
大
正
七
年
八
月
二
十
九
日
長
崎
市
で
生
ま
れ
、
水
産
学

校
を
出
て
か
ら
、

姉
夫
婦
を
た
よ
っ
て
ビ
ル
マ
に
行
き
ま
し
た
。

兄
も
先
に
渡
緬
し
て
歯
科
医
を
開
業
し
て
い
た
関
係
か
ら
、
私

も
ビ
ル
マ
で
水
産
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
ビ
ル
マ

へ
渡
り
ま
し
た
。

二
年
程
経
っ
て
、
店
の
前
の
大
通
り
は
英
米
の
「
援
蒋
ル
ー

ト
」
と
な
り
、
昼
夜
か
ま
い
な
く
幌
付
き
の
大
型
軍
用
ト
ラ
ッ

ク
（
米
国
産
）
の
行
列
で
し
た
。
そ
の
ト
ラ
ッ
ク
も
、
国
境
の

幾
山
河
を
越
え
、
日
本
軍
機
の
銃
爆
撃
を
く
ぐ
っ
て
、
雲
南
省

・
重
慶
ま
で
何
台
と
な
く
遠
い
道
程
を
経
て
着
い
た
こ
と
な
の

で
し
ょ
う
。

そ
の
こ
ろ
、
華
僑
の
日
本
商
品
「
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
」
が
始

ま
り
、
映
画
館
な
ど
で
の
邦
人
を
見
る
目
が
変
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
日
本
軍
の
仏
印
・
タ
イ
国
進
駐
等
の
情
報
で
、
い
よ
い
よ

日
本
は
米
英
と
や
る
と
直
感
し
、
三
年
の
生
活
を
捨
て
最
後
の

引
揚
船
「
日
枝
丸
」（
日
本
郵
船
の
客
船
一
万
二
千
ト
ン
）
で
、

昭
和
十
六
年
十
二
月
神
戸
港
に
、
兄
と
二
人
で
帰
国
し
ま
し
た

（
姉
夫
婦
は
半
年
前
帰
国
）

。



数
日
で
ハ
ワ
イ
海
戦
。
そ
う
し
た
ら
、
東
京
の
東
部
第
十
一

野
戦
憲
兵
隊
の
上
砂
憲
兵
大
佐
か
ら
電
報
で
、
○
日
○
時
ま
で

に
出
頭
せ
よ
と
の
命
令
で
し
た
。
兄
弟
二
人
で
出
頭
す
る
と
、

ビ
ル
マ
の
実
状
を
聞
か
れ
た
。
直
ぐ
に
陸
軍
通
訳
と
し
て
採
用

さ
れ
、
○
日
○
時
宇
品
港
に
集
合
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
他
の

出
征
者
は
万
歳
々
々
と
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
我
々
二
人
は
隠
密

に
宇
品
へ
、
万
歳
な
き
淋
し
い
従
軍
で
し
た
。

四
月
二
十
五
日
、
宇
品
港
出
帆
、
婦
人
会
か
ら
の
差
し
入
れ

の
豚
汁
な
ど
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
船
は
病
院
船
「
マ
ニ

ラ
丸
（
八
千
ト
ン
ぐ
ら
い
）

」

、
わ
ず
か
四
ヵ
月
で
の
ビ
ル
マ
再

渡
航
で
す
。
台
湾
高
雄
に
寄
港
、
同
行
の
憲
兵
ば
か
り
で
高
雄

神
社
へ
参
拝
し
た
が
、
た
だ
た
だ
暑
い
と
い
う
印
象
が
残
っ
て

い
ま
す
。

サ
イ
ゴ
ン
上
陸
は
五
月
二
十
日
、
陸
軍
通
訳
（
判
任
官
待
遇
）

証
書
を
、
南
方
軍
司
令
部
内
で
陸
軍
省
よ
り
拝
命
、
同
二
十
九

日
、
南
方
燃
料
廠
付
と
な
る
。
そ
し
て
ビ
ル
マ
支
廠
に
転
出
の

た
め
六
月
十
日
、「
大
日
丸
」
で
出
航
、
途
中
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

港
に
寄
る
。
岸
壁
で
白
人
の
捕
虜
が
上
半
身
裸
体
で
砂
糖
運
び

を
し
て
い
た
。
偕
行
社
で
長
靴
な
ど
求
め
、
三
十
日
小
雨
降
る

サ
イ
ゴ
ン
上
陸
。
爆
撃
で
廃
墟
と
化
し
た
街
の
一
隅
に
あ
る
廃

ビ
ル
で
雨
を
し
の
ぎ
、
航
海
後
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

当
時
、
原
油
を
送
る
ポ
ン
プ
場
や
油
送
管
を
敵
機
は
狙
っ
て

い
た
。
エ
ナ
ン
ジ
ョ
ン
油
田
は
一
番
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、
油

を
ラ
ン
グ
ー
ン
の
製
油
所
へ
送
っ
た
の
だ
が
敵
機
に
狙
わ
れ
る

の
で
、
筏
の
下
に
ド
ラ
ム
缶
を
下
げ
て
（
何
千
本
か
）
河
を
下

っ
た
。
筏
の
長
さ
は
二
百
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
だ
っ
た
か
、
大
き

い
も
の
だ
っ
た
。
三
回
ぐ
ら
い
は
成
功
し
た
が
、
ス
パ
イ
が
い

た
の
か
飛
行
機
に
や
ら
れ
た
。
現
地
人
は
ボ
ー
ハ
イ
タ
ー
と
い

う
戦
闘
機
だ
と
い
っ
て
い
た
が
、
そ
の
戦
闘
機
に
追
い
回
さ
れ

た
。
筏
に
は
日
本
兵
が
何
人
か
乗
り
、
現
地
人
が
棹
さ
し
て
い

た
が
、
敵
機
に
射
た
れ
る
と
河
に
飛
び
込
ん
で
退
避
し
て
い
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
エ
ナ
ン
ジ
ョ
ン
油
田
へ
マ
ン
ダ
レ
ー
街
道
廻
り

で
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
二
十
台
で
出
発
。
途
中
「
ペ
ス
ト
病
」
で
兵

隊
四
、
五
名
死
亡
。
サ
ガ
イ
ン
鉄
橋
が
破
壊
さ
れ
通
行
不
能
な

た
め
筏
で
渡
河
す
る
。
後
日
、
橋
桁
か
ら
橋
桁
の
間
百
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
を
チ
ー
ク
材
」
で
組
み
立
て
車
両
を
通
過
さ
せ
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。



―
兄
弟
で
南
方
燃
料
廠
勤
務
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
貴
方
は

何
処
へ
行
か
れ
た
の
で
す
か
。

兄
一
義
は
エ
ナ
ン
ジ
ョ
ン
油
田
本
部
、
私
は
対
岸
の
ミ
ン
ブ

支
所
に
配
属
に
な
っ
た
。
原
油
の
輸
送
は
前
に
申
し
た
よ
う
に

筏
輸
送
で
し
た
が
、
英
機
の
超
低
空
銃
爆
で
苦
労
し
ま
し
た
。

ミ
ン
ブ
油
田
の
隊
長
は
毎
月
一
回
、
私
は
三
ヵ
月
ぐ
ら
い
に

一
回
の
割
で
本
部
へ
連
絡
に
行
く
。
本
部
か
ら
の
帰
途
「
マ
グ

エ
町
」「
ミ
ン
ブ
町
」
の
間
の
イ
ラ
ワ
ジ
河
中
洲
を
渡
渉
中
、

た
ま
た
ま
下
流
か
ら
英
軍
の
ボ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
戦
闘
機
二
機
と

遭
遇
す
る
。
ビ
ル
マ
人
二
人
と
若
さ
に
ま
か
せ
畑
の
中
を
右
往

左
往
逃
げ
回
り
、
無
我
夢
中
に
走
り
続
け
、
腹
■
い
の
連
続
で

■
蔽
物
も
無
く
、
身
辺
は
機
銃
の
嵐
、
二
機
で
繰
り
返
し
掃
射

し
て
最
後
は
諦
め
て
上
流
の
方
へ
飛
び
去
っ
た
。

二
、
三
分
後
大
音
響
と
共
に
「
エ
ナ
ン
ジ
ョ
ン
」
付
近
か
ら

モ
ク
モ
ク
と
真
黒
な
煙
が
天
高
く
揚
る
。
油
田
施
設
が
被
害
を

受
け
た
よ
う
で
し
た
。
九
死
に
一
生
を
得
た
思
い
だ
っ
た
が
、

私
の
服
装
を
見
て
将
校
と
間
違
え
、
執
拗
に
銃
撃
し
た
の
だ
と

思
い
ま
す
。

―
通
訳
と
し
て
ビ
ル
マ
に
行
っ
た
わ
け
で
す
が
、
徴
兵
検
査

は
ど
う
な
っ
た
の
で
す
か
。

適
齢
に
な
っ
て
か
ら
一
回
徴
兵
延
期
願
い
を
領
事
館
に
出
し

て
い
た
が
、
昭
和
二
十
年
四
月
十
日
、
ラ
ン
グ
ー
ン
で
徴
兵
検

査
を
受
け
、
独
立
歩
兵
第
百
三
十
八
大
隊
（
独
立
混
成
第
二
十

四
旅
団
、
厳
一
五
八
一
五
部
隊
）
へ
入
隊
、
モ
ー
ル
メ
ン
だ
っ

た
。
在
留
邦
人
は
皆
延
期
し
て
い
た
が
、
仲
間
は
現
地
徴
集
と

初
年
兵
で
百
五
十
人
ぐ
ら
い
い
ま
し
た
。

モ
ー
ル
メ
ン
で
は
全
然
情
報
が
判
ら
な
い
が
、
日
本
軍
は
撤

退
は
し
て
い
な
か
っ
た
。

我
々
は
ゴ
ム
林
の
中
で
訓
練
し
た
が
、

若
い
少
尉
が
張
り
切
っ
て
年
寄
り
の
オ
ッ
サ
ン
を
し
ご
く
。
蔭

で
少
尉
が
張
り
切
り
過
ぎ
る
の
で
「
馬
鹿
が
」
と
い
っ
て
い
た
。

私
は
兄
と
一
緒
の
部
隊
で
、
彼
は
、
一
・
八
メ
ー
ト
ル
あ
る

大
男
だ
っ
た
。

（
南
燃
の
時
は
何
百
と
い
う
現
地
人
を
集
め
て
指
揮
し
て
い

た
の
だ
が
、
南
燃
に
は
新
潟
や
秋
田
の
兵
隊
が
多
か
っ
た
。

油
田
の
関
係
で
し
た
か
）

訓
練
中
は
空
襲
が
多
く
、
将
校
が
十
人
ぐ
ら
い
、
初
年
兵
も
四

十
人
ぐ
ら
い
が
、
銃
爆
撃
で
戦
死
し
た
。
空
襲
が
終
わ
る
と
死

体
を
集
め
て
焼
く
の
だ
が
（
茶
毘
）

、
なか
な
か
焼
け
な
い
の



で
石
油
を
か
け
て
焼
い
た
記
憶
が
鮮
明
に
あ
り
ま
す
。

―
終
戦
間
際
に
軍
属
か
ら
軍
人
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
終

戦
の
時
は
ど
う
で
し
た
か
、
ビ
ル
マ
は
撤
退
撤
退
の
最
中

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
。

そ
の
う
ち
に
終
戦
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
陛
下
の
放
送
は
聞

こ
え
た
。
隊
長
は
私
た
ち
兄
弟
に
「
も
と
も
と
は
通
訳
だ
か
ら

身
の
安
全
の
た
め
、
何
処
か
へ
行
け
（
後
の
戦
犯
の
お
そ
れ
）

。

」

と
い
わ
れ
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
一
晩
考
え
て
、
二
人
で
泰
の

方
へ
行
く
こ
と
に
し
た
。
火
器
を
持
た
ぬ
方
が
や
ら
れ
ぬ
と
い

わ
れ
た
の
で
、
乾
パ
ン
だ
け
は
持
た
さ
れ
た
が
、
途
中
雨
に
濡

れ
て
捨
て
て
し
ま
っ
た
。
タ
バ
コ
だ
け
は
飯
盒
に
入
れ
た
が
、

食
う
物
が
無
く
て
ニ
ッ
チ
モ
サ
ッ
チ
モ
い
か
ぬ
の
で
、
兄
は
と

に
角
こ
こ
で
寝
よ
う
と
い
う
。

今
考
え
て
も
ゾ
ッ
と
す
る
。
虎
・
コ
ブ
ラ
・
錦
蛇
・
山
蛭
が

い
る
。
山
蛭
が
脚
絆
の
中
へ
入
っ
て
血
を
吸
い
丸
く
な
っ
て
い

る
。
そ
の
辺
は
人
が
通
っ
た
跡
が
無
い
。
戦
前
、
私
た
ち
は
マ

ン
ダ
レ
ー
、
メ
ン
ヨ
ー
な
ど
に
い
た
が
、
そ
の
辺
は
道
が
あ
っ

た
。
そ
の
う
え
気
候
も
良
く
一
年
中
春
の
よ
う
だ
っ
た
。
そ
れ

に
比
べ
る
と
天
国
と
地
獄
で
し
た
。

腹
が
へ
り
、
足
は
動
か
な
い
。
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
寝

よ
う
と
し
た
が
、
通
っ
た
道
を
何
時
間
か
バ
ッ
ク
し
た
ら
竹
で

組
ん
だ
家
を
見
付
け
た
。
そ
こ
に
は
少
数
民
族
が
い
て
、
ビ
ル

マ
語
も
英
語
も
判
ら
な
い
。
■
ど
う
し
だ
。
だ
が
「
寝
る
」「
食

べ
る
」
は
判
っ
て
く
れ
て
、
葉
に
包
ん
だ
食
物
の
よ
う
な
物
を

出
し
て
く
れ
た
。
薄
暗
い
家
で
、
家
の
中
に
は
子
供
が
不
安
そ

う
に
し
て
い
ま
し
た
。

明
日
の
こ
と
を
考
え
、
私
は
食
物
を
少
し
残
し
た
ら
、
兄
は
、

「
明
日
は
明
日
だ
、
食
べ
ろ
」
と
い
う
。
兄
弟
で
も
考
え
が
違

っ
た
。
そ
ん
な
こ
と
が
三
回
ぐ
ら
い
あ
っ
た
。
部
落
は
無
い
が
、

離
れ
た
所
（
何
キ
ロ
も
）
に
ポ
ツ
ン
と
一
軒
家
が
あ
る
。
道
路

が
無
い
の
で
藪
を
行
く
、

腹
が
す
く
と
仕
方
な
く
家
を
訪
ね
る
。

彼
等
は
何
と
い
う
小
民
族
だ
か
判
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
う
ち
に
、
連
合
軍
の
飛
行
機
が
ビ
ラ
を
撒
く
、
日
本
軍

が
山
に
入
っ
た
こ
と
を
連
合
軍
は
知
っ
て
い
る
。

ビ
ラ
に
は「
山

か
ら
出
て
こ
い
（
ビ
ル
マ
・
英
・
日
本
語
で
）

」
と
書
い
て
あ

っ
た
。
し
か
し
、
少
数
民
族
に
は
ビ
ラ
が
読
め
な
い
。

私
た
ち
は
、
朝
日
を
見
な
が
ら
東
へ
東
へ
と
、
八
日
～
十
日

行
っ
て
も
山
は
延
々
と
あ
る
。
頂
上
へ
登
っ
て
み
て
も
山
ま
た



山
で
、
こ
こ
は
雲
南
か
、
と
思
う
と
不
安
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
は
た
し
て
泰
に
行
け
る
か
、
不
安
の
連
続
だ
っ
た

が
二
人
で
歩
き
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
知
ら
ぬ
う
ち
に
国
境
を
越
え
て
い
た
。
泰
人
に

会
っ
た
の
で
、
や
っ
と
泰
に
来
た
と
思
っ
た
。
道
路
で
泰
人
か

ら
サ
ボ
ン
（
直
径
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
皮
の
薄
い
甘
い
）
を
買

っ
て
そ
れ
を
食
べ
た
。
何
と
交
換
し
た
の
か
、
未
だ
に
思
い
出

せ
な
い
。
山
の
中
で
の
少
数
民
族
に
は
向
こ
う
は
要
求
し
な
か

っ
た
が
、
自
発
的
に
時
計
や
タ
バ
コ
を
渡
し
て
い
た
の
だ
が
。

泰
に
入
っ
て
、
バ
ン
コ
ッ
ク
ま
で
歩
い
て
い
っ
た
が
、
服
装

は
ボ
ロ
ボ
ロ
の
軍
服
、
靴
も
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
っ
た
。
義
姉
（
兄
の

妻
）
は
タ
イ
の
日
本
人
会
に
い
て
薙
刀
の
先
生
を
や
っ
て
い
た

の
で
、
そ
の
時
の
様
子
を
知
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
バ
ン
コ
ッ

ク
の
抑
留
所
に
約
八
ヵ
月
い
た
が
、
そ
こ
に
は
一
般
邦
人
も
兵

隊
も
い
た
。
兵
隊
で
も
在
留
邦
人
だ
か
ら
と
い
っ
て
帰
国
し
た

人
も
い
た
。
抑
留
中
、
重
労
働
は
避
け
て
い
た
。
暑
い
所
で
は

き
つ
く
て
体
力
的
に
参
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

私
た
ち
は
部
隊
長
の
命
令
で
軍
か
ら
離
れ
た
の
で
郊
外
の

「
バ
ン
バ
ー
ト
ン
抑
留
所
」
に
入
所
し
た
わ
け
で
す
。
梅
雨
時

だ
っ
た
の
で
、
メ
ナ
ム
河
が
氾
濫
し
、
田
畑
の
よ
う
な
広
大
な

水
溜
り
平
野
、
そ
こ
に
柱
・
板
全
部
「
チ
ー
ク
材
」
で
出
来
た

バ
ラ
ッ
ク
建
。
四
帖
半
二
間
ぐ
ら
い
（
屋
根
は
付
い
て
い
る
）

と
五
段
ぐ
ら
い
の
階
段
の
上
に
踊
り
場
（
一
メ
ー
ト
ル
四
方
）

屋
根
な
し
一
間
。
こ
の
一
戸
建
が
千
軒
ぐ
ら
い
並
び
、
氾
濫
の

水
は
深
い
所
で
八
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
、
水
面
に
竹
柱
で
板
道
が

あ
り
巾
四
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
の
板
上
を
往
来
す
る
。
水
の
中
に

は
小
魚
も
い
る
。

一
晩
経
っ
て
翌
朝
驚
い
た
。
水
面
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
大
便

が
浮
い
て
い
る
。
便
所
が
無
い
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
百
足
、

サ
ソ
リ
が
柱
を
伝
っ
て
家
の
中
に
上
が
っ
て
来
る
。
そ
こ
で
夜

は
新
聞
紙
を
室
一
杯
に
敷
い
て
お
く
。
百
足
や
サ
ソ
リ
が
歩
く

と
バ
サ
バ
サ
音
が
す
る
。
カ
ン
テ
ラ
に
灯
が
付
く
時
分
に
は
虫

何
処
か
へ
逃
げ
て
見
え
な
く
な
る
。

私
は
配
給
の
油
や
木
炭
を
取
り
に
行
っ
た
が
、
木
炭
の
中
に

サ
ソ
リ
が
い
て
、
左
の
足
を
刺
さ
れ
た
。
太
股
の
付
け
根
が
、

ド
キ
ン
ド
キ
ン
と
し
て
疼
い
て
歩
け
な
い
。
軍
医
に
注
射
し
て

も
ら
っ
た
が
十
日
ぐ
ら
い
で
や
っ
と
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。



そ
の
後
、
抑
留
所
も
だ
ん
だ
ん
水
が
引
い
て
、
そ
こ
を
畑
に

し
た
り
、
音
楽
堂
を
建
て
た
り
し
た
。
各
種
の
職
業
の
人
が
い

て
共
同
、
自
活
の
生
活
を
し
た
が
、
現
地
人
の
話
で
は
雨
期
の

間
、
奥
地
の
雨
で
「
メ
コ
ン
・
メ
ナ
ム
河
」
が
氾
濫
し
、
付
近

一
帯
は
泥
水
・
沼
地
と
な
る
と
の
こ
と
、
我
々
は
そ
の
雨
期
に

出
合
っ
た
わ
け
で
す
。

抑
留
生
活
約
八
ヵ
月
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
三
十
日
、「
辰

日
丸
」
で
バ
ン
コ
ク
出
港
、
七
月
十
一
日
、
鹿
児
島
へ
上
陸
し

た
の
で
す
。

兄
は
帰
国
後
、
京
都
で
歯
科
医
を
し
て
い
た
。
生
涯
二
度
と

経
験
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
辛
い
長
い
旅
路
を
重
ね
て
、

死
を
超
越
し
た
力
で
国
境
を
越
え
た
兄
弟
二
人
、
そ
の
兄
も
昭

和
五
十
九
年
に
他
界
、
生
前
こ
の
苦
し
い
体
験
を
、
本
に
し
て

出
版
す
る
こ
と
が
兄
の
念
願
で
し
た
。
私
は
そ
の
た
め
兄
に
代

わ
っ
て
資
料
を
整
理
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
ビ
ル
マ
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
と
い
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ル
マ
の
助
人
　
狼
兵
団
の
初
年
兵
　 

大
阪
府
　
二
場
義
照
　 

―
二
場
さ
ん
お
若
い
が
、
志
願
兵
だ
っ
た
の
で
す
か
。

い
や
、
大
正
十
二
年
二
月
二
十
二
日
生
ま
れ
で
、
十
八
年
徴

集
、
十
九
年
三
月
十
一
日
教
育
召
集
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
で

は
、
こ
こ
に
私
の
略
歴
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
寸
読
ん
で
み
ま

す
。昭
和
十
九
年
五
月
二
十
七
日
動
員
下
令
、
六
月
九
日
編
成
完

結
。
第
四
十
九
師
団
第
百
六
連
隊
通
信
中
隊
編
入
。
六
月
十
二

日
門
司
港
出
帆
。
十
四
日
竜
山
着
。
二
十
九
日
ビ
ル
マ
派
遣
の

た
め
竜
山
出
発
。

七
月
三
日
釜
山
港
出
発
。
同
日
南
方
軍
総
司
令
官
隷
下
に
入

る
。
十
九
日
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
上
陸
。
二
十
八
日
同
地
発
。
八
月

三
日
サ
イ
ゴ
ン
着
。
八
日
同
地
出
発
。
十
六
日
仏
印
泰
国
境
通

過
。
九
月
二
十
日
バ
ン
コ
ク
発
。
二
十
九
日
泰
緬
国
境
通
過
。

十
月
九
日
ビ
ル
マ
ベ
グ
ー
着
。
同
日
よ
り
十
二
月
三
十
一
日
ま




